
 

 

 

 

         

 

 大福幼稚園教育方針について 

 「豊かな情操と心身の健全ある発展を助長し、幼稚園教育要領に沿い、人間性豊かな伸

び伸びと明るい子どもを育てたい。遊びを通した総合的教育の中で多くの体験をし、一人

ひとりの個性を大切に、愛情深く育成する」 

  

 めざす園児像「人間性豊かな伸び伸びと明るい子ども」 

  

教育方針① 遊びを通した総合的教育の中での体験を重視した指導 

  園児にとって成長する過程での「遊び」は大変重要な役割を果たします。       

遊びを通して社会性を身につけ、人や物や自然との関わり方を学びます。 

  大福幼稚園では、子どもの成長動機になることとして「感動したとき（感動）」「認め

られ褒められたとき（賞賛）」「物事を理解したとき、学んで分かったとき（理解）」「最

後までやり遂げたとき（達成）」の４つがあると整理し、この観点からの保育を進めてい

ます。この要素が子どもたちの遊びに熱中する姿の中には全部含まれているからです。 

 幼稚園教育要領では、子どもたちが生涯を通して生きる力の基礎を培う 5 つの重点領域

を示しています。「自然とのふれあう（環境）」「基本的生活習慣を身に付ける（健康）」

「友だちとなかよく遊ぶ（人間関係）」「音楽や身体による表現、造形を楽しむ（表現）」

「日常会話や絵本・童話に親しむ（言語）」これら一つ一つを分離して活動するのではな

く、総合的に関連付けた指導計画に沿って指導しています。 

教育方針② 一人ひとりの個性を大切にした教育実践 

  大福幼稚園では、先に示した 5 領域の総合的な教育指導を、子ども一人ひとりの個性

と発達段階を見守り、また、子どもの思いや意欲を受け止めながら、力を伸ばすタイミ

ングをとらえた一人ひとりに応じた保育や教育を心掛けています。その充実の為に、保

育参観や必要に応じた教育相談・面談なども充実させ、家庭と連携をとりながらの保育・

教育に努めています。 

教育方針③ 愛情深く子どもを見守り、安心感のなかでの保育実践 

  子どもにとって、一人で幼稚園で学ぶことは相当に心細くもあり不安ででもあるよう

です。しかし、子どもの成長にはその心細さや不安を乗り越えていく場もまた必要なの

です。だからこそ大福幼稚園では、一人ひとりの思いに寄り添いながら励まし、安心・

安全に心を配った保育に取り組んでいます。 

 

【連絡１】 

緊急連絡用のため、組名、園児名、父 or 母を記入し、以下のメールアドレスに送信してください。 

すでに登録してある方は再登録は不要です。ただし、メースアドレスが変更になった方は再度登録して下さ

い。 

（園長アドレス）aboo-san.t.3034@docomo.ne.jp   ※登録済みの方は不要です 

   ※送信文例  ぱんだ組 大福太郎 母 

 

※必ず名前を書いて４月１７日（金）朝までに提出してください。りす組は満 3歳から利用できます 

※事前にバスチケットを購入して下さい。10枚綴 800 円、20枚綴 1500 円、40枚綴 2800円 
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